
興
左図のように 1［v］で電子を加速したとき、閾が 電子のされる仕事は
W = e vだが、

ド」
派 が . .
= 1 . 6 × 1 0 " 9［ J ]

V=1［V］ これが 1［EV］の定義なので
1［en二人6×10"1の

. n e t

（2）

電子を 1［V］で加速すると 1［eV］の仕事をされるので、
1000［V］ だったら その1000倍となり、 1000［での

- _ - ，

（3）

電子の電荷の大きさの2倍の電荷を持っているので、
（2）の 2倍になり、 2000にはーーーー、，
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|光の振動数V...光子の持つエ
ネルギーだんンにj
黷：：：：：：：
：：：：籩轡輿
"電圧が負のときは、Pが低電位となり、飛び出す電子を押し返す.

測定されるのと . . 、一日鬱な袈砦..向
きのは負の電位i i i .

：
纘：：：：
：：：

!

Pに到達した電子は
抵抗の 装置を1周して、Cに戻る。s上の方につなぐと

ここで.にVoにすると、最も運動エネルギーが大きい電子を
ギリギリ押し返し、Pに1つも電子が到達しなくなり、エ=0となるのだ、

エネルギーと仕事の関係より

KMa x= E VO [ J］ 2［J］から（enへの
変換にも慣れておこう.=Voters，、（イ）

（3）
（a） 強さ-_-..に， →波動と考えると、光の強さもエネルギーに

関わる。それならば図3で強い光にしたとき
阻止電圧が大きくならないといけないのだ。
波動ではない振る舞いをしてるといえる.
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13（ 国2）続き
（b) Voは金属により 異なる

-_-、，（川
図4より Naの限界振動数の方が小さいことがわかる。

（C） 図4のグラフを式にする.
KM a x = h V - w 。

𧃴 由

𤹪横軸で切片

ここでグラフのイ頃きがんならば
W i t hV。

なので
KMax=N -No

=h(V_V）ーー、，に）
（3）

（ホ）

（2）の（C）の式は以下のように解釈できる.
K Max二 h V -W。

T光子の持っていたにたいし
て電子を取りだすのに
エネルギー 必要な最小の仕事

よって
光のエネルギーEこん上、（ホ）

（へ）

籤、：：：：
で考察でき.YIYTEEEEgj.
nl位

KM a i e Voで阻止電圧が求められる.
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131 回 3）（へ）続き

が 興 c
鬭燕飋
は 変な方向にとびだした電子も回収するので、

Pに到達する電子が増える.
⇒ 回路をまわる電子がふえるので
Iが増える、

これをグラフにしたのが 図 3であり .

強い光！虚
弱感 回 収 物 増 _ 砡

回収するので押し返すので
工が増える ⇒

飛びだした電子を全て

すると、強い光の方が飛びだす電子を全回収したときの量が
多いといえる。

そして、光子1個につき、電子を1個とびださせているので、
強い光の方が光子の_数なら多いといえるのだ。

（ト
）

（ホ）で示した金属ごとに異なる定数Woを
仕事_関数、第
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腎
光電効果により飛びでる電子を光興りa，と呼ぶ。

（ロ）

，

'&が罪
「

!!

低

"

［離

癌質器が高電位
小

高電位 飛びだした電子は
Bに引き寄せられる.
#
Bに向かって加_，画
高

""封入していて、V>0ならば、Vが大きくても小さくても、
いつかは
全ての電子がBに到達するのでVによらな1_eee.CN

やグラフが原点を通る直線なので、比例する
-_-、，に，といえる。

（ホ）

Y<0ならVAが高電位
（V=VB-VA）

，

品

#

誓皐1
世が

!"

瓿位
篚びだし
た電子はAにひきよせられる。

低電位
減速する
- _ - い け い
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響続き
減速が十分に行われると、 Uターンして Aに戻ってしまう。
これは電流として検出されないので、電流は減少する

. n e t a，

オ、=2083×1010［m）， 入2=2500×10"0［m］なので
オ、の方が波長が短い .

"

$

張が短い入.の方が阻子電
圧が大きくなっているので、

飛びでる𦍌霊主，、，の運動エネルギーが土，、塾。，しているといえる。

1が霔櫽ひー-入より
c = V入

これより、Cが一定のとき 入が小さい光は.Vが大きい光といえ、
Vが大きい程エネルギーが大きいといえるのだ.

（リ）（ヌ）

飛びでる電子の個数は、光子の個数-_-、，、，、，に比例し、
光子の個数は光の強さに比興には、
これより、飽和電流は光の強さに比例するといえる。
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③ 続き
（ル）（刊（7）
与えられた式 hは、一に）=e(IV，1-1は1）を用いる.
波の式で扖より
C = n ⇒ にも

なので
h(T-E）=e(MI-1に1）
に it，でe(MI-1に1）

= yitiffjieiiieeit・1.6×15'9.（1.46-0.50）
二 g i i i i j i j 。1.6×10'9.0、96
= 6393.86.... ×10-37

も上昇×10という）

単位は次元追跡で考えられる.
h に e v
⇒ h = Ufos！器⇒［J.s］艹（7）
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